
鱗
弧
蘭

一叢

武

士
成
立

の
経
濟

的
要
素

・

綜
合

奢
侈
税

の
批

評

・
…

濁
立
海
運
業
者

の
排
他
的
手
段

・

文
化

的
認
識

と
歴

史
的
認
識

・
・

時

輪
㎜

地

租
委
譲

と
吸
入

の
鉄
階

:

農
、村
問
題

と
其
対

策

・
:

:

一説

苑

・
萱

岐
國

に
於
け

る
地
割
制
度

・
・

歴

史
派
経
済
墨
・獲
達

の
径
路
∵

雑

録

氏
族
制

度
雑

考

・

・

報

酬
逓

減
法
則

の
適
用
範
團

・

照

慮

計

算

の

一
方
.法

・
…

-

:

文
學

博
士

.
・
法
學

博
士

・
法

學

土

・
・
法

學

±

恒 小 耐 三

藤 讐 戸 浦
1三

太 正 周
恭 郎 雄 行

く

法
學
博
士

小

川

郷

太

郎

・
注
解
博
士

河

田

嗣

郎

・
農

學

士

奥

田

或

・
注

學

士

山

口

正

太

郎

.
法

學

士

・
法

學

士

.
輕
濟

學
士

本

庄

榮

治

郎

山

口
正

太

郎

蜷

川

虎

三

、

-「

済

「



、

コ

う

　

リ

ゴ

歴

史

派

纏

濟

墨
・磯

達

の
径

路

(
二
・塞

山

「
口

正

木

郎

ご
一

シ

ュ

モ

ラ

ー

の
新

歴

史

派

経

済

學

同
じ
経
験
的
、
歴
史
町
方
注
を
以
て
経
済
學
を
建
設
し
よ
う
ε
試
み
乍
ら
、

ロ
ッ

シ
ヤ
ー
痢
ク

　
ー
ス
な
以
て

醤
歴
史
涙
ε
構
し
、
自
ら
新
歴
史
涙
ご
命
名
せ
る
シ
ユ
モ
ラ
ー
の
方
法
論
は
如
何
な

る
黙
に
其
特
色
が
め
る
の
で

あ
ろ
う
か
。

彼
は
、
彼
の
有
力
な
る
論
敵
カ
ー
ル
・
メ
ン
ガ
ー
を
目
し
て
『
共
に
方
法
論
を
諮
る
・へ
か
ら
ざ
る
衝
撃
蕎
」
蓬
悪

罵

し
た
如
く
、
経
濟
學

の
抽
象
的
方
法
に
は
縄
掛
に
信
を
置
か
な

い
。
從
て
英
國
正
統
學
派
の
経
済
學

に
反
射
す

る
こ
ε
他
の
歴
史
涙
の
人
々
ε
何
等

の
差
異
は
な

い
、
然
も
、
そ
れ
ε
共

に
琶
雁
皮
派
を
も
含
め
て
、
凡
そ

】
七

五
〇
年
頃

か
ら
彼
の
出
る

一
八
八
○
年
頃
迄
の
経
済
學
は
新
脛
濟
學

の
産
み
の
苦
し
み
の
時
代
の
表
現
に
過
ぎ
な

の

い
の
で
、
決

し

て
経
済

學

そ
の
も

の

で
は
な

い
、

ε

云

ふ
大
抱
負
を

以

て
新
歴
史
振

経
済
學
建
設

の
途

に
上

っ
た

普
通

に
国
民
経
済

ご
云

ふ
時

に
は
、
其
経
濟
は
國

土

ε
云

ふ
自
然

的
な
、
地
理
的

な
制
限

の
下

に
螢

ま
れ

る
経

済

を
指

し
て
み
る
心
欝

歴
史
涙

の
立
場
は
殊

に
國
家

中
心

で
あ

る
。
然

し
な

が
ら
冷

静
な

る
事
實

の
観

察
は
此

考

の
誤

っ
て
み
る
こ
ε
を
告

げ

る
、
隣

接

せ
る
二
国
家

問

に
何
等
両
者

の
特
殊
性

を
認

め
ら

れ
な

い
こ
ε
が
あ
り

、

同

じ

一
団
内

に
於

て
も
地

方

に
よ

っ
て
特
殊

性

の
著

し

い
も

の
が
あ
る
、
.從

て
時
間

ε
室
間

ご
の
制
限

の
下

に
成

醗

苑

歴
史
涯
経
済
畢
搬
建
の
篠
路
(
二
・完
∀

第
十
七
塩

(第
二
號

一
二
五
)

二
七
士

1)HandwbrterbuchderStaatswissenscbaften,BdVHI.S,455,SchmoHer,・

ZurLiteraturgeschlchte,S294・

2)Sclnnollじr,G■und∫rag.en卜1じrSuzialpulitikandderVolkawrzし5ch乱fts1GhrG『..

2.Auil.lgo斗,S.381.
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、

説

苑

歴
鑑

雛

畢
蓬

の
露

三

尭
)

第
+
七
巻

(第
二
號

【
一
天
)

二
七
八

立
す

る
経
済
現
象
は
、
断
然
稗
畢
的
な
領
土

-こ
云
ふ
制
限

に
よ
っ
て
其
特
殊
性
を
獲
揮
す

る
の
で
は
な
く
、
領
土

の
制
限
を
超
え
、
或
は
領
土
を
無
観
し
、
敷
國
家
問
、
叉
は
同
国
内
に
於
け
る
各
地
方

に
特
殊
性
を
表
現
し
て
み

る
.
然
ら
ば
そ
の
原
因
は
何
で

あ
る
か
、
そ
れ
は
言
語
、
歴
史
、
倫
理
、
道
徳
、
感
情
、
其
他
の
観
念
世
界
の
共
通
.

ヒ

ヘ

へ

も

せ
る
か
否

か
・三
云
ふ
文
化
現
象
で
あ
る
。
之
等
の
文
化
.現
象
の
共
通
す
る
威

で
は
敷
国
家
は
打

っ
て

一.丸
・こ
し
て

よ
い
、
叉
之
等
の
異
れ
る
庭
で
は

一
隅
家
内
に
あ
っ
て
も
共
特
殊
性

に
基
く
経
済
現
象
の
差
異
に
着
眼
ぜ
ね
ば
な

ら
職
。
奮
來

の
雁
皮
涙
の
人
々
が
特
殊
性
ε
国
家
蓬
を
結

び
付
け
て
考

え
た
の
は
誤
謬
で
め
る
、
彼
等

の
考
は
自

然
科
學
的
見
解

に
囚
は
れ
て
特
殊
性
の
眞
原
因
に
想
ひ
到
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

シ
ユ
モ
ラ
ー
は
此
丈
化
現
象

に
基
く
特
殊
性
.の
提
唱
を
簡
潔
に
「
倫
理
的
見
解
」
乙
名
け
、
多
一
の
文
化
現
象
の

中
、
殊

に
倫
理
観
念
を
重
要
覗
し
、
今
口
の
経
済
學

に
於
て
取
扱
ふ
勢
働
の
観
念
は

一
面
に
技
術
的
見
解
を
有
す
.

の

み
ε
共

に
他
面
に
倫
理
的
見
解
を
包
含
す

る
も
の
だ
ε
云

ふ
。
経
済
生
活
は
普
通
に
自
然
的
慾
望
を
自
然
的
な
財

で
充
足
.す
る
こ
ε
か
ら
出
獲
す
る
が
乍
俳
話
も
斯
様
な
自
然
的
、
技
術
的
關
係
だ
け
に
止
ま
ろ
う
、ε
は
せ
な
い
で

更
に
美
的
慾
望
や
倫
理
的
慾
求
を
充
す

べ
く
努
力
す

る
、
.從
て
経
済
組
織

ε
は
経
済
的
法
規
や
倫
理
に
よ

っ
て
規

制
さ
れ
た
生
活
秩
序
を
意
味
す
砺
。
例

へ
ば
市
場
の
脛
濟
關
係
は
之
を
永
続
的
に
見
れ
ば
倫
理
的
規
制

の
下
に
束

縛

ぜ
ら

れ
て
る
る
、
勢
働
問
題
、
賃
銀
問
題
は
生
活
慾
望
の
向
上
ε
云
ふ
倫
理
的
傾
向
に
關
し
て
初
め
て
解
決
せ

ち

る

、
も
の
で
、
総

て
の
経
済
上
の
組
織
の
問
題
は
當
該
人
民
が
其
心
理
上
に
於
て
倫
理
.
及
び
法
律

に
よ
っ
て

如
何
に
規
制

さ
れ
て
み
る
か
に
關
す

る
ε
云
ふ
。

シ
ユ
モ
ラ
ー
の
所
謂
倫
理
は
嚴
密
な
意
味
の
も
の
で
風
な
履
、

慣
脅
か
ら
褒
生
し
た
溢
理
的
傾
向

ξ
云
ふ
位
の
も
の
で
、
贋
く
解
す

べ
き
で
あ
み
面

.

3)
4)
5)
6)

Schmoller,a.a.0,S44一 斗5・

Scbmoller、a,a,0,S,46.

. Schmolleτ,a.a.O.S.48.

Schn、oller,a,a.0,S.49-50.



、

菟
隊
正
統
學
派
の
人
鼠

私
己
心
を
駄
て
板
本
基
認
ε
し
だ
が
.
現
實
に
於
蕉

称
号
ぼ

思
ふ
が
織
に
殿
撮

せ
ら
れ
て
る
な

炉
、
利
己
心
は
恰

か
も
蒸
汽
機
關

に
於
け
る
蒸
汽

の
如
く
安
全
辮
の
下
に
於

て
の
み
其
力
を
獲
撮

し
て
み
る
、
此
安
全
辨
こ
そ
は
倫
理
で
あ
っ
て
、
人
々
が
如
何
に
利
己
心
を
獲
揮
し
ょ
う
ご
欲
し
て
も
此
倫
理

に

爽
縛
せ
ら
れ
て
自
己
を
制
せ
な
け
れ
ば
な
ら
楓
、
然
し
、
時
に
は
此
束
縛
を
破

っ
て
自
由

に
奔
放
す
る
こ
ざ
が
め

る
、
否
、

↓
歩
を
進
め
て
考

ふ
れ
ば
人
類
の
生
活
は
此
二
つ
の
力
の
争
闘
で
あ
る
ε
も
云
ふ
事
が
出
來
る
。
從
て

公
雫
な

る
観
察
は
此
二
つ
の
力
を
認
む

べ
き
で

一
方

に
偏
し
て
は
な
ら
な

い
。

留
歴
史
振
の
人
々
は
各
國
の
経
済
組
織
を
、
気
候
、
人

口
撒
、
國
冨
等
の
物
質
的
、
技
術
的
の
方
面
か
ら
観
察

す

る
に
専
で
あ

っ
て
、
倫
理
道
徳
の
方
面
か
ら
観
察
す

る
こ
蓬
を
敏

い
て
る
る
。
輕
濟
現
象
は
軍
に
技
術
關
係

に

止
ま
ら
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
進

ん
で

　
國
の
脛
濟
組
織
を
論
ず
る
起
は
自
然
的
條
件
の
差
異
の
み
な
ら
す
国

民
の
倫
理
思
想
、
勢
働
.心
の
状
態
、
倹
約
、
勤
勉
の
如
何
、
責
任
心

の
有
無
、
家
族
生
活
の
罠
否
等

の
精
神
的
、

ハ

心
理
的
方
面
を
観
察
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

現
代

の
経
済
砒
會
に
於
て
は
総

て
が
自
然
的
僚
件
や
技
術
關
係

に
よ
っ
て
支
配
せ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
倫
理

観
念
が
重
要
な
る
地
位
を
占

め
て
居
る
こ
ε
は
幼
少
年
静
観

の
禁
止
、
婦
人
勢
働
の
條
件
、
老
疾
保
護
規
定
等

に

見
る
庭

で
、
其
時
代
の
文
化
概
念
、
倫
理
思
想
の
進
歩
せ
る
や
否
や

に
よ

っ
て
其
程
度
に
差
を
生
す
る
、
叉
近
世

商
工
業
の
獲
達
は
企
業
の
形
態
を
進
歩

せ
し
め
た
が
、
或
企
業
を
し
て
個
人
企
業
に
委
灘
べ
き
か
、
株
式
會
　肛
組

織
こ
す

べ
き
か
、
地
方
自
治
團
禮

の
経
管
ε
す

べ
き
か
、
乃
至
は
国
家
の
直
瞥

こ
な
す

べ
き
か
ε
云
っ
た
問
題
は

、

自
然
的
條
件
ぜ
か
技
術
關
係
の
み
で
決

せ
ら
れ
る
の
で
は
な
く
當
時
の
文
化
歌
態
、
倫
理
思
想
に
基
く
こ
ご
大
な

哉

苑

歴
史
振
縄
濟
學
機
達
の
径
路
(二
」完
)

第
十
七
巻

〔第
二
號

=
一七
)

二
七
九

7)SchlnDller,a.a.0.S.5z.

8)Schlnol】er,a.3.0.S.53-5斗.
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、

説

苑

歴
異
派
繧
濟
學
獲
達
の
径
路
(二
。完
)

第
十
七
巻

(第
二
號

一
二
八
)

二
八
Q

る
も
の
.で
あ

る
。

.

以
上

の
叙
述

に
よ

っ
て

シ
ユ
モ
ラ
ー
が
経
済
現
象

は
自
然
的
技
術

的
關
係

の
み
で
な
く
倫
理
思

想
に
よ

っ
て
支

配

さ
れ

て
み

る
ご
主

張

し
、
奮

歴
史

涯
が
前

者
を
主
眼

ε
せ

る
に
謝

し
て
後
者

を
重
要
脱
す

る
黙
.に
於

て
、
彼

自

ら
新

雁
皮
涙
を
創
造

し
た

ε
考

え

て
み

る
要
旨
を
説

明
し
た

ε
思

ふ
。
彼

の
倫

理
道
徳
重
硯

の
思
想
は
從

て
、

分

配

の
公
季

ご
云
ふ
　観
念

・し
結

び
ハ付
き
『肛
會
【政
策

ε
な
り

、
肚

會
改
良

の
主

張

ε
な

っ
て
表

は
れ
た
。
之
等

の
主

張

は

分
配

の
公
卒

の
原
理

に
基

く
隣

り
目
的
論
的

原
理

で
あ

っ
て
自

然
因
果

の
原
理

で
は
な

い
、

シ

ユ
モ
ラ
ー
は
歴

器

目
的
を
以
て
、
絶
え
ず
嘉

し

つ
・
あ
・
人
。
を
し
て
、
よ
,
高
察

。
講

財
の
慧

。
浴
せ
し
。
、
水

、卒
線
以
下
に
存
在
す

る
祉
會
の
貧
民
を
し
て
、
其
地
位
を
益

々
高
め
し
む
る
に
あ
る
ε
す
る
。
從

て
彼
の
歴
史
観

は
目
的
論
的
で
あ
っ
て
自
然
的
進
化
の
理
を
重
覗
せ
な
い
。

個
人
ま
義
経
済
學
ご
肚
會
主
義
経
濟
學
ε
は
内
容
上
は
全
く
正
反
封
で
あ
る
が
、
其
方
法
論
は
全
く
同
じ
母
艦

か
ら
出
て
み
る
、
(国
ヲ
α
頸

骨
「・。巳
げ。
二
目
耳
[巽
)
即
ち
人
類
を
具
艦
的
に
観
察
せ
な
い
で

一
つ
の
方
面
か
ら
抽
象

し
た
黙
に
於
て
、
且

つ
両
者
共
、
経
済
現
象
に
抽
象
的
自
然
法
の
安
賞
す
る
こ
ご
を
信
ず

る
黙
に
於
て
其
軌
和
二

に
し
て
み
る
。
抑
も
科
學

≦
落
窪
・・∩富
津

は
學
説

8
『
①
o
腎

症
異
る
、
學
読
は

一
方
面
よ
り
観

た
る
場
合
に
も

成
立
す

る
が
科
學
は
各
方
面
よ
り
一観
た
る
多
ぐ
の
學
説
を
綜
合
し
て
初
め
て
成
立
す

る
、
個
人
主
義
経
済
鼠
丁
ご
耐
　

會
圭
義
経
済
學

ε
は
共
に

一
方
面
の
観
察
で
あ
る
か
ら
學
説
で
あ

っ
て
、
未
だ
科
學

ε
は
謂
ひ
得
な
い
、
科
學

ε

七
て
の
経
済
畢
は
現
實
の
級
濟
現
象
を
各
方
面
よ
り
観
察
す
る
新
歴
史
振

に
倒

っ
て
初
功
て
献
立
し
允
の
で
、
量

9)Schmoller,.a.a.0.S.54-55、

旺o)Schエholler,a.a、0.S.12～.



、

れ
迄
は
輕
濟
學
の
陣
痛
聴
代
で
あ
る
。
.

シ
ユ
モ
子

は
大
著
「経
済
原
論
動

蓉

に
、
経
済
學
の
方
法
論
を
簡
潔
に
叙
述
し
て
ゐ
.る

・
早

薗

民
経

済
學
は
國
民
経
済
の
塞

な
る
描
腐
で
あ
っ
て
、
國
民
経
済
の
現
象
を
講

轟

間
量

盈

史
的
結
果
あ

黙

か
ら
整
序
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
先
づ
吾
人
の
知
錯
に
訴
え
だ
材
料

の
精
涯
で
あ
る
か
舎
か
を
槍

べ
、
精

確
で
あ
・
ξ

藷

め
ら

・
れ
ば
、
次
に
、
等
質
性

具

貿
管

に
よ
っ
て
貧

し
て
概
念
に
組
織

し
・
最
後
に
之

等
の
概
念
を
典
型
的
な
合
法
則
性
ご
因
果
關
係

組

み
立
て
る
。
嚴
密
な
科
學

の
圭
要
町
題
は
二

)精
確
に
観
察

す

る

こ
ズ
、

(
二
)
よ
く
定
義

し
、
分
類

す
る

こ
ε
、

(三

)典

型
的
な
形
式

を
獲

見
し

、
因

果
を
説

明
す

る
こ
ご
で

ゆ

あ
る
』

ご
。
餐

ぱ
彼
の
謂
ふ
庭
の
合
法
則
性
ご
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
、
自
然
法
則
高

じ
性
質
の
も
の

で
あ
ろ
.,
か
、
此

黙

に
關

す

る
彼

の
説

明
は
充

分
で
な

い
が
、
彼

の
見
解

は

「
脛

濟
學

の
法

則
は
心
理

上

の
法
則

で
あ
る
か
ら

自
然

法
則

ご
は
別

の
も

の
で
あ

る
、
然

し
な
が
ら

、
法
則

で
あ

る
限
り
、
両

者

ざ
も
必
然
性

に
愛

り

は

な

い
。
・:
・:
,.,吾
人

は
運

命
が
年

々
、幾
何

の
自
殺

者
を

出

さ
し
む

る
ε
云

ふ
統

計
學
者

に
同

ぜ
な

い

が

一
定

の
道
徳
的
、
物
質
的
状
態
の
織
綾
は
自
殺
誉

犯
罪
者
の

彊

敷
を
撃

せ
し
身

ざ
云
ふ
必
然
的
な
因
果
關
係

の
存
在
す
る
を
認
め
る
。
吾
人
は
倫
理
上
、
精
神
上
の
自
由
を
以
て

一6
理
.的
因
果
を
否
定
す
る
も
の
ご
は
思
は
な

の

い
、

否
、
反

鋤
に
之
等

の
自
由

を
以

て
重
大

な

る
因

果

の
要
素

を
形
成

せ
る
も
の
ε
見

る
目

ε
云

ふ
に
あ
る
、
然

し
之
だ
け
の
説
明
で
は
畠

蓬

則
函

關
係
が
明
瞭
で
な
い
、
彼
紐

の
肇

羅

濟
法
則
の
讐

を
述

露

法
則
は
合
法

則
的

に
、
典

型
的

に
繰

返

さ
れ

る
現

象

の
系
列
を
意
味
す

る
も

の
で
、
所
謂

経
験

法
則
で

あ

る
、
心

理
的

因
果
は
自
然

因
果

の
如

く
量
的

に
は
精

確

に
表
現

せ
ら

れ
な

い
が

、
多

く

の
心
理
現

象
、
從

て
ヌ

之
を
内
容

説

苑

歴
史
涯
輕
一路
學
毅
遙
の
径
路
(二
・完
)

、

第
十
七
巻

(第
.一號

一
二
九
)

二
八
一

u)
12)

13♪
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賦
U
レ
」

設

苑

歴
奥
沢
経
済
學
獲
達
の
極
路
〔二
・完
)

副
詞
周知
佃

第
十
七
巻

(第
二
號

=
二
〇
)

二
八
二

ε
す

る
経

済
現
象
相

互
間

に
は
敷
量
的
比
例

の
存
す

る

こ
ε
は
認

め
ら

れ

る
、
之
は
静
的

に
も
動

的

に
も
認

め
ら

れ

る

か
ら

、此

範
團

に
於
て
経

済

学
君

は
好

ん
で
之

を
法

則
ε
云

ふ
、
例

へ
ば

人
口
法

則
、
賃

銀
法
則

、
儂

格
法
則
,

濁

地
代
の
法
則
の
如
き
総
て
此
範
園
内

の
も
の
で
あ
る
ε
。

之
を
要
す

る
に

シ
ユ
モ
ラ
ー
の
脛
濟
法
則
な
る
も
の
は
必
然
性
を
有
す

る
こ
ε
自
然
法
則
ε
異
ら
な

い
が
、
自

然
法
則
は
量
的
に
精
確

に
表
現
す
る
ご
ビ
が
可
能
で
あ
り
、
脛
濟
法
則
は
輩
に
比
例
的

に
の
み
量
的
表
現
が
可
能

で
あ
る
黙

に
於
て
異
り
、
叉
自
然
法
則
は
自
由
を
拒
絶
す
る
が
、
経
済
法
則
は
之
を
要
素
ε
し
て
包
含
す
る
黙
が

異
る
、
斯
様
な
自
然
法
則
ε
の
相
違
黙
を
も
つ
π
も
の
が
経
済
法
則
の
特
徴
で
あ
る
ご
云
ふ
に
あ
る
。

齢

モ
ラ
ー
に
よ
れ
ば

「
國
氏
脛
濟
ε
は
国
民
の
脛
濟
行
爲
の
総
燈
で
あ

っ
て
経
済
的
、
敢
會
的
施
設
の
下
に

統

一
さ
れ
π
も
の
で
あ
・
。
畏

脛
濟
を
組
織
す
・
各
募

.
即
ち
徳

人
の
経
済
行
徳

苔

ら
翌

し
て
相

互
に
密
接
な
關
係
を
有
し
な
が
ら
、
然
か
も
中
央
機
關
に
よ

っ
て
統

一
さ
れ
τ
居

る
も
の
で
あ
る
。
各
部
分
は
常

に
攣
化

し
進
歩
し

つ
、
あ
る
が
、
然
し
其
本
質
に
は
憂
化
を
及
ぼ
さ
な

い
、
之
を
国
民
経
済

の
獲
展
ご
云
ふ
の
で

あ
嗣
』
以
上
の
如
き
國
民
経
済
を
研
究
対
象

ε
す

る
國
践
経
済
學
は
從
て

「
].
.面
に
於
て
は
慮
用
同
然
科
學

、
即

㍉
建
築
學
、
機
械
學
、
農
學
、
森
林
學
、
乃
至
は
人
類
學
、
氣
象
學
、
動
植
物
學
等
ご
、
他
面
に
於
て
は
重
妥
な

る
精
憩
的
な
諸
科
學
、
即
ち
、
心
理
學
、
倫
理
學
、
国
家
學
、
法
律
學
、
祉
會
學
等
ビ
の
中
間

に
挟
ま
れ
た
畢
問

で
め
る
。
蓋

し
国
民
経
済
現
象
は

一
方
、
人
類

に
よ
る
自
然
征
服
ご
か
他
方
、
感
じ
、
考

え
凶
行
寫
す

る
砒
曾
の

文
化
現
象
に
關
保
す
る
か
ら
で
.あ
嵩
』
然
ら
ば
斯
様
な
中
間

に
存
す

る
経
済
學
は
如
何
な

る
方
法
に
よ

っ
て
研
究

14>
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亘

す
る
が
最
も
適
當
で
あ
る
か
、
彼
は
歴
史
的
方
法
が
最
も
適
當
で
あ
る
ご
云
ふ
。
乍
然
歴
史
的
方
法
を
経
済
學
に

雇
用
す
る
は
彼

に
初
ま

っ
た
澤
で
は
な
い
、
此
黙
に
就

て
彼
は
從
來
の
ロ
ツ
シ
ヤ
ー
や

ヒ
ル
デ
プ
ラ
ソ
.ド
に
よ
っ

て
提
唱
さ
れ
た
歴
史
的
方
法
は
飴
り
に
効
果
を
焦
せ

っ
て
、
材
料
の
蒐
集
が
充
分
で
な

い
の
に
普
通
化
を
急
ぐ
の

功

弊
が
あ
る
.
新

し
い
立
場
は
霞
果
律

の
究
明
の
前
の
蒐
集
行
爲
に
全
力
を
注
ぐ
城
に
其
特

色
を
有
す

る
ε
。

材
料

の
蒐
集
、
既
に
充
分
に
行
は
れ
た
ε
す
れ
ば
、
次
に
は
之
等

の
材
料
の
間

の
因
果
關
係
を
求

め
ね
ば
な
ら

謹
、
因
果
關
係
を
闡
明
せ
な
け
れ
ば
科
學
ε
は
な
ら
な
い
、
然
る
に
脛
濟
學
は
上
述
せ
る
如
く
自
然
科
學
・し
精
神
.

科
學
ε
の
中
間

に
位
し
.
自
然
現
象
ご
精
神
現
象
乃
至
文
化
現
象
が
混
在

て
る
る
か
ら
、
自
然
科
學
的
原
因
ε

心
理
的
動
機
己
は
異
る
法
則
に
よ

っ
て
支
配
さ
れ
、
前
者
の
厳
密
な
る
精
雌
さ
ご
並

ん
で
不
精
確
な
る
後
者
が
存

燭

在
し
、
然

か
も
文
化

の
進
ル
向
上
は
益
々
後
の
部
分
を
重
要
な
ら
し
め
る
。
.経
済
學
は
自
然
科
學
的
親
方
ε
精
油

科
學
的
親
方
ε
の
孰
れ
を
も
排
斥
す
る
も
の
で
は
な
く
、
又
演
繹
的
方
法
ε
蹄
納
的
方
法
ε
は
両
者
併
せ
て
用

ふ

べ
く
、
孰
れ
か

一
方
の
み
に
よ
る
べ
き
で
は
な

い
。
自
然
因
果
ざ
目
的
論
的
親
方
ご
に
敢
て
も
叉
之
こ
同
じ
く
両

者

を
共
に
使
用
し
て
差
支
が
な

い
。

シ
ュ

モ
ラ
ー
の
著
書
、
論
文
は
其

量
頗

る
大

で

あ
る
、
獲
て
之
等
杢

部
を
通

じ

て
氏

の
経
済
的

方
法

論
を
窺

ふ
こ

ε
は
容

易
な
事
で
は

な
い
、
且

つ
氏
は
時
代

ε
共

に
其
方
法
論

上
の
意
見
を

も
改

め
て
み
る
塵

が
あ

る
か
ら
前

後

矛

盾
す

る
慮

が
少

か
ら
ず

あ

っ
て
孰

れ
が
彼

の
眞

意

で
あ

る
か
を
知

る
に
苦

し
む
個
所

が
あ

る
。
例

へ
ば
彼

は
最

初
は
輕
濟

學
に
厳
密
な

る
科
學

で
あ

る
限
り

、
目

的
論
的
見
解

を
排
除
す

べ
し
ε
唱

え
て

ゐ
π

の
で
あ

る
が

(伯

飢

苑

麻
姫皮
派
経
潴
蹴就
艦
遙
の
樫
路
(二
・完
)

第
十
七
巻

、
(第
二
號

一
三
こ

二
八
三
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、

'
哉

苑

.
歴
史
派
経
済
學
獲
遼
の
裡
路
(二
・完
)

第
十
七
巻

(第
二
號

=
二
二
)

二
八
四

.

林

大
學
就
職
講
演

}
後

年
に
及

ん
で
は
目
的

論
的

考
察

の
歎

く

べ
か
ら

ざ
る
事
を

認

め
、
殊

に
肚
會

改
頁
主
義

に

熱
中

す

る
に
至

っ
て
彼

の
経

済
學
は
目

的
論

的
傾

向
を
増

加
し

た
。
彼

の
歴
史
的
方

法
も
、
老

年

に
達

し
思

想
の

圓

熟
す

る
ξ
共

に
穏
健

こ
な
b

、
抽

象
的

方
法
を

も
忌
避

せ
な
く
な

っ
た

。
從

て
彼

の
老

来
の
思
想

は
圓
轄
無
碍

捕
捉

す

る
に
苦

し
む
献
態

に
あ

る
。

.

彼
は

ク

二
一
ス
が
経

済
學

に
は
類
推

の
法
則
が
行

は
れ

る
ε
云

つ
角

の
に
反
聾

し

て
.
経
済
學

に
は
殆

ん
ご
法

コ

の

則

ε
名

く

べ
き
も

の
が
な

い
ε
或
個

所

で
云
ひ

つ

、
他

の
個
所

で
は
之
を
認

め
て

み
る

又
経
済
學

が
自
然
科
學

的

分
子
を
含

む

こ
ε
を
排
斥
し

て
み
る

こ
ご
も
あ

れ
ば
、
反
射

に
之
を
歓

迎

し
て
み

る
個
所

も

あ

る
。
シ
ュ
.モ
.ラ

τ
は

ス
自

然
法
則

の
普
遍
袋
當
性

を
認

め
る
が
心

理
法
則

の
安
當
性
を
認

切
な

い
ご
云

ふ
か
ご
思

へ
ば
他

の
庭

で

は
心

理
法
則
は
自
然
法

則
ご
本
質
を

異

に
す

る
が

必
然

的
要
當
性

に
於

て
は
両
者

共

に
同
じ
だ

ε
云

っ
て
ゐ

恥
、、

斯
様

な
矛
眉
し
た
黙
を
列
翠

す
れ
ば

、
ま
だ
中

々
澤

山
あ

る
、
著
述

の
分
量
少

き
ご
き
は
論
理

の

一
貫
を
期
す

る
こ
ご
は
容
易

い
、
然

し
彼

の
如

く
絶

大
な

る
精

力

か
以

て
、
且

つ
長

き
期
間

に
亘

っ
て
、
矢
繊

早

に
世

に
公
に

し
だ
著
述

、
論
文

の
非
常

な
る
量

の
中

で
前
後

　
畏
し

た
論
理
を
求

め
る

の
は
、
求

め
る
人
が
酷

で
あ
る
ε
の
非

難

は
見

れ
ま

い
、
其
庭

で
之
等

細
舗

の
矛
盾

の
黙

は
姑

ら
く
看
過

し
て
、
全
髄

ざ
し

て
観

た

る
歴

史

振

を

批

評

し
、
殊

に

シ
ュ
.モ
ラ
ー
に
劃

し
て
論
戦

を
開
き
、
脛

濟
學
史
上

、
論
争

の
好
適
例

窪
し
て
擧

げ
ら

れ

る
カ
ー

ル
、

メ
ソ
ガ

ー
の
歴
史

振
批

評

に
移
ら

う

ぜ
思

ふ
。

四

カ
ー
ル

・
〆
ソ
ガ
ー

の
歴

史
派
経
済
學
批
評
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、

'

カ
ー
ル

・
メ
ソ
ガ
ー
は
歴
史
振

の
人
々
だ
正
反
封
に
経
済
法
則
の
普
遍
安
當
性
を
信

じ
、
何
等

の
例
外
の
認
む

鮒

・

べ
き
も
の
.な
く
.
腓
ご
庭
ご
を
超
越
し
て
法
則
の
愛
當
す
る
ご
ざ
を
主
張
す
る
。
そ
し
て
彼

の
原
論
は
斯
く
の
如

き
法
則
を
求
む
る
事
を
最
終
目
的

・こ
し
、
抽
象
的
方
法
を
重
要
視
す

る
。
.此
立
場
に
於
て
彼
は
歴
史
涙
、
殊
に

シ

ュ
モ
ラ
ー
に
謝
し
て
極
力
、
反
…射
し
セ
、
抑
も
歴
史
涯
経
済
學
者
は
経
濟
學

の
城
砦
内
に
住

ん
で
み
る
の
で
あ
る

か
、
或
は
城
壁
を

】
歩
出
で

、
歴
史
畢

の
中
に
侵
入
し
セ
の
で
あ
る
か
馬
減

る
程
、
経
済
學

ε
歴
史
ご
の
關
係
は

密
接
で
あ
る
こ
ご
解
剖
學
ご
生
理
學
、
或
は
敬
學
ざ
物
理
學
、
化
學

こ
の
關
係

の
如
く
で
あ
る
、
然
し
な
が
ら
解

剖
學

ご
生
理
學

ε
は
本
來
認
識
目
的
を
異
に
し
各
獅
立
し
た
る
科
學
で
あ
り
、
轍
學
・し
物
理
學
.
化
學
ざ
も
亦
認

識
目
的
を
異
に
す
る
、
之
ご
同
じ
く
雁
皮

ご
経
済
學

ε
は
如
何
に
密
接
な
關
係
が
あ
っ
て
も
本
来
別
種
の
凋
立
し

虎
學
問
で
あ
る
、
從

て
足

】
歩
出
で

、
歴
史
學

の
中

へ
入
れ
ば
彼
等
は
経
済
學
本
來
の
立
場
を
忘
却
し
た
事
こ
な

おる
。
假
有
彼
等
が
経
済
學
の
城
砦
内
に
蟄
居
し
て
み
る
こ
し
て
も
、
雁
皮
的
方
法
を
採
用
す

る
限
り
.
そ
は
縄
濟

學

の
補
助
方
法
ε
し
て
は
兎
に
角
」
決
し
て
経
済
的
學
理
を
構
成
す
る
こ
ご
は
出
來
な
い
、経
済
學
理
は
抽
象
的
因

果
の
原
理
の
獲
見
を
主
た
る
目
的
こ
な
す
も
の
で
、
歴
史
的
方
法
の
如
き
具
艦
性
多
き
方
法
で
ば
到
底
此
目
的
を

達
す

る
を
得
な

い
。

シ
ュ
モ
ラ
ー
自
身
は
決
し
て
學
理
を
輕
覗
す

る
の
で
は
な
く
、
學
理
を
欝
成
す
る
基
礎
を
築

く
た
め
に
歴
史
的
、
叙
述
的
方
法
を
採
用
す
る
の
だ
ξ
云

っ
て
み
る
個
所
も
あ
る
が
然
ら
ば
彼
は
此
基
礎
建
築
以

上
に
出

だ
か
ε
云
ふ
に
決
し
て
然
ら
す
、
彼
ば
終
始
、
基
礎
工
事

に
努
力
し
て
纏
濟
學
理
の
構
成
を
せ
な
か
つ
だ

で
は
な

い
か
、
経
済
學
理
の
短
め
の
歴
炭
研
究
で
は
な
く
て
、
歴
史
研
究
自
ら
を
目
的

ε
し
て
、
唯
輕
濟
學

の
皮

殻

を
被

っ
て
み
る
に
過
ぎ
な

い
歴
史
振
経
濟
學
は
實
は
輕
濟
學
の
性
質
を
宿
せ
な

い
も
の
で
あ
観
。

シ
昌
モ
ラ
ー

眈

苑

歴
奥
淑
纒
班
學
登
建
の
径
路
(二
・完
)

錆
†
毛
巻

(第
二
號

=
三
二
)

二
八
五

2り

ピ5)

26)

27)
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、

就

苑

歴
史
.派
経
済
學
獲
達
の
難
路
(二
・完
)

第
+
七
巻

〔第
二
號

一
三
四
)

二
八
六

の
如
一
凋

逸
各
地

方

の
小

さ
き
村

の
肉

の
値

段

を
如

何

に
多
く
探
求

し
、
之
を
列
翠

し
て
も
、
軍

に
そ
れ
だ
け
で

は
経
済
學

の
本
質

ピ
は
な
ら

な

い
、
脛
濟

學
者

の
任
務

が
.
も

し
も

斯
く

の
如
き
も

の
ピ
す

る
な
ら
ば
総

て
の
試

は
結
局
徒

野

に
蹄
す

る
で
あ
ら
う
。
假

㎡
最
後

に
抽

象
.的
法

則

に
達

す

る
に
し
て
も
、
そ

れ
迄

に
充

分
な

る
資

料

を
蒐
集

せ
な

け
れ
ば
其
法
則
は
価
値

が
無

い
ご

シ
ュ
屯
ラ
ー
が
云

ふ
が
、
完

全
な
資

料

の
蒐
集

を
待

つ
ビ
云

ふ
事

は
何
年
後

の
事

で
あ

る
か
、
我

々
は

之
を
掾
側
す

る
こ

ご
は
出

家
な

い
、
完

全
な
資
…料
「の
蒐
集

が
無

け
れ
ば
、
悶学

理

が
成

立

せ
な

い
ε
は
如

何

に
し

て
云
ふ
こ
`
が
出

來

る
か
、
斯
様

な
方

法
論

に
基

け
ば
結

局
・、
資
料

の
蒐
集

に

⑱

疲
れ
て
目
的
の
達
成
は
到
底
期
待
し
得
な
い
。
更

に
滑
稽
に
戚
籟
一ら
れ
る
の
は
纒
濟
史

の
獲
達
は
金

々
多
く
の
資

料
を
提
供
す
る
、
否
、
日
夜
無
限
に
停
止
す
る
こ
ε
な
く
進
み

つ
、
あ
乃
も
の
は
歴
史
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
歴
史

の
提
供
す

る
事
實
を
追

ふ
こ
こ
は
神
な
ら

諏
経
済
學
者
の
如
何
に
し
て
熾
し
能

ふ
こ
ε
で
あ
ろ
う
か
、
資
料
蒐
集

の
完
成
ε
云
ふ
こ
`
す
ら
矛
盾
な
の
で
あ

っ
て
無
限
に
進
む

こ
ε
、
完
成

`
云
ふ
こ
ε

、
が
両
立
せ
な

い
限
り
、

の

の

完
成
を
待

っ
て
學
理
を
構
成
す
る
ε
は
不
可
能
な

こ
ε

、
云
は
ね
ば
な
ら

阻
。

カ
ー
ル
・
メ
ン
ガ
ー
は
次
の
様
に
云
っ
て
み
る
、
経
済
墨
型
ば
経
験
的
事
實
を
決
し
て
看
過
す

る
の
で
は
な
い

唯
、
経
験
的
事
實
が
歴
史
に
よ
っ
て
の
み
提
供
さ
れ
る
も
の
、
換
吉
口
す
れ
ば
歴
史
の
み
経
験
的
事
實

の
基
礎
で
あ

る
ご
云
ふ
者
に
反
封
ず

る
の
で
あ
る
。
歴
史
以
外
に
経
験
的
事
實
を
提
供
す
る
も
の
な
し
ご
云
ふ
親
方
は
根
本
的

に
誤
れ
る
も
の
で
、
贋
値
論
に
於
け
る
各
個
人
の
心
理
的
動
機
の
如

き
著

し
一
個
人
的
圭
観
的
色
彩
を
帯
び
、
経

鋤

験
的
事
實
を
示
し
て
み
る
。
経
済
學
理
を
離
れ
て
政
策
の
部
門
に
入
れ
ば
、
歴
史
は
補
助
手
段

ε
し
て
は
兎
に
角

鋤

將
來
の
合
目
的
行
爲
を
主
眼
ざ
す
る
経
済
政
策
に
ε
つ
て
は
歴
史
は
何
等
其
本
質

に
関
係
は
な
い
。
脛
濟
學
理
`

28)

29)
30)
31)
32)
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、

,

経
済
政
策
ε
は
本
来
、
解
剖
學
、
生
理
學
ご
外
科
や
其
他
の
治
療
學

こ
の
關
係

ご
同
じ
で
あ

っ
て
、
實
際
上
の
合

目
的
行
儒
に
狗
し
て
理
論
的
、
科
學
的
根
振
を
提
供
す
る
む
の
が
純
濟
學
理
や
解
剖
學

生
理
學

の
任
務
で
あ
る
.

醤
學
上
の
治
療
學

に
比
す

べ
き
経
済
政
策
は

シ
ュ
モ
ラ
ー
に
よ
れ
ば
軍

に
庭
方
箋
の
集
合
の
麺
き
も
の
で
、
共
時

々
の
国
家
の
政
策
を
集

め
た
も
の
に
他
な
ら

諏
ε
云
ふ
が
、
乍
然
終
演
學
の
實
際
的
方
面
、
経
済
政
策
や
財
政
學

の
如

き
は
、
.等
し
く
因
果
法
則
を
求
め
、
根
本
原
理
を
明
か
に
す

る
の
で
、
誰
し
も
外
科
學
を
以
て
庭
方
箋
の
集

勘

合

ご
看
做

さ
な

い
で
あ

ろ
う
。

叉

シ
ュ,.モ

・フ
ー
は
従

来

の
継
濟

政
策
や
財
政

學
は
庭
方
箋

の
　集
合

に
過

ぎ
な

か

っ

た

が
近
頃

に
至

っ
て
、

ロ
ッ

シ
+

一
や

ワ
グ
ナ

ー
、

シ
ュ
タ
イ

ン
等

に
よ

っ
て
科
學

の
立
場

に
引
き
上

げ
ら

れ
た

ξ
云
ふ
、
午
熱
本

来
、
経

済
學

理
ε
経

済
政

策
乃
至

財
政
學

は
同
列

に
あ
る
の
で
あ
る
後
者

の
科
學

ε
し

て
の
地

位
が
高
ま

っ
た
か
ら
前
者

ε
同

列
に
な

る
の

で
は
な

い
、
両
者

の
匠
別
を
系

列
に
よ

っ
て
定

め
よ
う

ご
す

る
の
は

誤
謬

で
あ

っ
て
両

者
は
其
任
務

に
よ

っ
て
分

だ
ね
ば

な
ら

滋
の
で
あ
る
、
任

務
を
異

に
し
た
も

の
を
同
列

に
す

る

こ
、ご
は
意
味

の
な

い
こ
ご
で
、
建
築

工
事
に
於
て
、

基
礎

工
事

を
外
観
装
飾

工
事

に
高

め
、
火
柱

の
脚
台

を
、
柱

の
尖

端

に
高

め
る
こ
ご
ば
建
築

界

の
大
革
命

で
あ
ろ

う
ぐ
叉
治
療
學
を

解
剖
學
や
生
理
學

の
地

位

に
高

め
た

ご
て

獲

る
庭

、
何
物

が
あ
ろ
う
、
之

ε
同
じ

く
経

済
政
策

や
財
政
學

を
経
済
學

理

に
高

め

る
ε
云

ふ
こ
ε

も
無
意

味
で

め
る
。
各
學

問

は
與

え
ら

れ
た

る
任

務

の
範

團

に
於

て
の
み
、
益

々
完

全
性

に
向

っ
て
進

む

べ
き
も

の
で
他

の
學

闘

の
任
務
を
犯
す

こ

ε
に
よ

っ
て
自
己

の
完

成

に
進

む

べ
き
で
は
な

い
。

シ
ュ
モ
ラ
ー
は
経
済

學
理
を

歴
良

し
、

鋤

経

済
政
策
等

の
悉

用
的
方
面
を
學
理

に
高

め
よ
う

ε
欲
す

る
、
之
は
必
竟
任

務

の
混

同
で
あ

っ
て
無
意
味

で
あ

る

シ
ュ

モ
ラ
ー
は
叉
維

濟
學

理
ご
脛
濟
政

策

蓬
を
解

し

て
全
艦

ε
部

分
ε
し

て
み
る
こ
ε
が
あ

る
、
纒

濟
政
策

は
脛

眈

苑

歴
星
派
経
済
學
毅
淫
の
径
路
(二
・完
)

第
+
七
巻

(第
二
號

一
三
五
)

二
八
七

33)

34)
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亘

・

0

失

読

苑

歴
史
派
維
癬
単
級
逡
の
纏
路
(二
・粥
)

第
十
七
巻

(第
二
號

=
二六
〕

二
八
入

濟
學

埋

の
特
殊

だ
ε
云
ふ
が
、
然

し
全
騰

ε
部

分
ご

の
關
係

は
、
経

済
學
理

、
縄
濟

政
策
、
各

そ
れ
自

身

に
有

し

て
み

る
の
で
、
経
済
政
策

が
纏
濟

學
理

の
部

分
を
構

成
す

る
の
で
は

な

い
、
恰

か
も
治
療
醤
學

が
生

理
學

の

一
部

鋤

・

、

で
は
な

い
の
ご
同

じ
.で
あ

る
。

シ
ュ
モ
ラ
ー
は

メ

ソ
ガ

ー
が
経

済
學

に
於
け

る
抽

象
的
方

法
の
高
調

に
熟
.粗
な
る
餓
b
、
雁
皮

の
本

来

の
任

務

に
就

て
、
又
歴
史

の
償
値

に
就

て
全

く
盲

目
で
あ

っ
た

ε
非
難

し
た

の
に
射

し
て
、
自

分
は
決

し
て
歴

史

の
任

務

を

輕
蔑

し
た

こ
ε
は

な
く
、
否
進

ん
で
歴
史

學

の
方

法

に
ま
で
論

及

し
た
事

が
あ
る

ご
云

っ
て
、
彼

自
身

の
歴

史

學

方
法
論
を
述

べ
て
み
る
。
抑

も
歴
史

は
人
類

地
象

の
各

個
別
的
事
實

を
列
翠

す

る
こ
ε
を
任
務

ご
す

る

の
で
は

な

い
、
も

し
熱

り
こ
す

れ
ば
そ
は
不
可
能

な

こ
ε
を

強

い
る
も
の
で
あ

る
、

さ
れ
ば

己
て
歴
史
家

は
随
意

に
且
二

部
身

を
ε

っ
て
叙
述

す
る

こ
ご
を
任
務

ε
す

べ
き
で

も
な

い
、
歴

使
家

は
寧

ろ
人
類

現
象

の
全
艦

観
察

を
行

ふ
の

で
、
或

種

の
綜
合

的
立
場

か
ら
包
括
す

る
の
で
あ

る
、
纒

滑
革

の
歴
史
的
研
究

も
亦

、
経

済
現
象

の
或

立
場

か
ら

鋤

観

た
全
鵤
観
察

で
あ

る
。

此
観
察

に
よ

っ
て
歴

史
は

初

め
て
重
要

さ
を
有
、し
、
僧
疽

を
認

め
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

以

⊥

の
如
く
歴

星
の
万
法
論

を
述

べ
た
位

で
、
決

し

て
歴

瓦

を
無

脱
し
、
存

日
的

に
、
歴

艮
に
は
洩

批

剣
的
で
、

抽

象
的
方
法

に
突
進

し
た
鐸

で
は

な

い
、

シ
ュ
.モ
ラ

ー
が
予
を

以
て
歴
史

の
贋
直
を

知

ら
な

い
も

の
だ

ξ
し
穴
攻

撃

は
當

π
ら

な

い
ε
思

ふ
ε
云

っ
て

み
る
。

・

以
上

カ
ー
ル

・
メ

ソ
ガ

ー
の
雁
皮
涯
批

評
を
叙
述

し
て
來

た
が
、
其

主
眼
黙
は
要

ず

る
に
、
(
こ

歴
史

涙
経
済

學

は
果

し
て
、
纒
濟

學
の
内
部

に
止

ま

っ
た
も

の
で

あ
ろ
う

か
、
否
、
寧

ろ
歴

史
學

の
範

囲

に
優

人
し
.π
も
の
で

は
な

い
か
、
認
識

目
的
を
異

に
す

る
他

の
學

問

に
八

つ
だ
も
の

ご
す

れ
ば
最
早

.
経
済
學

ε
し
て
取
扱

ふ
要
は

な
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、

〆

い
で
は
な

い
か
、
(
一
ご
よ
し
経
済
學
の
範
園

に
止
ま
っ
て
み
る
こ
し
て
も
歴
夏
的
事
實
の
蒐
集
の
み
で
は
、
如
何

に
分
量
を
多
く
し
て
も
経
済
學
理
は
構
成

せ
ら
"
な
い
、
事
實
蒐
集
の
完
成
を
待

っ
て
其
後
、
経
済
學
理
が
構
成

せ
ら
れ
る
ε
す
れ
ば
、
百
年
河
清
を
待

つ
に
等
し
く
到
底
不
可
能
の
事
で
あ
る
、
呪
ん
や
歴
史
は
日
覆
進
行

し
つ

、
め
る
を
以
て
歴
史
の
完
成
ご
は
そ
れ
自
身
矛
盾
で
め
る
に
於
て
お
や
で
あ
る
。
猶
此
外
、
個

々
の
細
節
に
於
て

歴
史
涙

に
反
封
し
て
み
る
黙
も
多
い
が
其
主
要
黙
は
以
上
で
藍
き
て
み
る
ご
思
ふ
。

五

結

論

ソ

ス
ト
に
萌
芽

を
獲

し
、

ロ
ツ

シ
ヤ
ー
、

ヒ
ル
デ

プ

ラ
ン
ド
内

ク

ニ
ー
ス
を
経

て

シ

ユ
毛
ラ
ー
に
至

っ
た
歴
更

涙
経
済
學

は
其
内

容

に
於

て
、
其
方

法
論

に
於

て
種

々

の
鍵
遷

は
あ

っ
た
が

、
然

し
其
實
謹
的
精
神

に
基
礎

を
置

き
経
済
學

の
抽
象

的
學

理
を
排

す

る
に
努

め
π
黙
は
軌

を

　
に
す

る
。
経

済
學
史

上

に
於
け

る
歴
史

振

の
功
過

を

論

ず

る
札
は
、
現
時

の
経

済
學

界

に
猶

、
歴

史
涯

の
影

を
絶

つ
に
至
ら

な

い
状

態
で
は
、
時
代

を
距

て

、
過
去

の

完
成

し
た
學
説
を
批
判
す

る
如

く
に
は
出
楽

な

い
、
呪

ん
や
新

歴
史
涯
は
今
後

に
至

っ
て
擡

頭

せ
な

い
ε
も
限
ら

な

い
し
、
叉

現
.聴

、
デ

イ
ー

ル
、

シ
ユ
ト

ル
ツ
.マ
ソ
等

に
よ

っ
て
唱
導

せ
ら

る

、
肚
會
的
法
的
経
済

學
は
、
各
時

代

の
肚

會
的
法
的

状
態

に
よ

っ
て
脛
濟

現
象
を
異

に
す

る

こ
ご
を
説

い
た
黙

に
於
て
、
歴
史
涙
経
済
學

の
換
骨
腕

催

で
め

る
ε
も
見

ら
れ

る
に
於

て
お
や
で
あ

る
。

乍

然
歴
史
涙
輕
濟

學
を
過
去

の
も

の
ご
假

足
し
、
先

づ

シ
ユ
モ
ラ
ー
を
以

て
殿

將

ε
し

て
見

る
時

は
、
該

振

の

功
績
は

(
一
)経
済
學

の
絶
封
論
的
親
方

に
謝

し
相

劉
論

的
親

方
を
提

唱

し
輕
濟

法
則

の
普
遍
性

を
排

斥
し
、
具
號

蹴

苑

歴
異
派
縄
濟
學
膿
蓮
の
篠
路
〔二
。完
)
.
.

第
十
七
巻

(第
二
號

一
三
七
帽

二
八
九
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、 、

説

落

雁
掻

縄
濟
學
預
達
の
裡
路
三
古
刀
)

第
+
七
巻

(禦
二
號

「
三
入
)

二
九
〇

的
事
實

の
重
要

視
を
説

け
る
こ
ε
。
此
事

は
時
代

の
趨

勢

で
め

つ
て
、
抽

象
的
、
数
理
的

方
法
を
採

れ
る

ジ

ユ
ヴ
ーお

オ
ン
ス
す
ら
、'

輕
濟
關
係

の
獲
蓬
を
叙
述
す

る
輕
駄
的
、
賞
讃
的
方
法
の
學
問
の
起
ら
ね
ば
な
ら
諏
状
態
に
あ
る

ざ
云

っ
て
み
る
。
(
二
)
從
來
の
内
容
の
乏
し
い
経
済
學
に
多
く
の
史
的
材
料
を
提
供
し
.
脛
濟
箪
の
範
園
を
櫃
大

し
た
こ
ご
。
此
事
は
歴
史
振
経
済
學
の
勃
興
前

ざ
後
芭
を
比
較
す
れ
ば
明
瞭
で
あ
ろ
う
。
(三
)
實
際
}生
嘱

ご
關
係

　

密
な
る
こ
ε
。
之
は
抽
象
的
経
済
學

・し
異
り
具
龍
的
立
場

に
居

る
こ
嬉
よ
り
當
然
生
す
る
こ
ε
で
あ
る
。
之
等
の

功
績
あ
る
ε
共

に
ヌ
罪
過
を
も
有
す
る
、
経
済
學
が
歴
史
振
旺
盛
の

一
時
代
を
通
過
す
」る

に
よ

っ
て
其
材
料
は
豊

富

ご
な

っ
た
、
然
し
之
が
セ
め
経
済
學
の
本
質
は
頗

る
腰
昧
こ
な
り
、
或

は
純
粋
な

る
歴
史
ご
何
庭
を
も

つ
て
分

つ
べ
き
か
す
ら
不
明
ご
な

っ
た
こ
ε
、
ヵ
-
ル
・
メ
ソ
ガ
ー
が
指
摘
し
た
如
く
で
あ
る
、
又
雑
然
蒐
集
し
來

つ
た

材
料
は
其
儘
で
何
等
の
撰
揮
を
脛

て
居
な

い
か
ら
、
之
だ
け
で
は
特
殊

の
猫
立
し
た
科
學
が
成
立
せ
な

い
、
.纒
濟

學

の
性
質
を
し
て
頗
る
不
明
瞭
な
も
の
た
ら
し
め
る
の
ば
歴
史
涙
の
罪
過
で
あ
る
。
歴
史

の
材
料
を
如
何
に
整
序

.

す

る
か
は
歴
史
哲
學

の
重
要
問
題
で
殊

に
新

カ
シ
ト
涙
の
人

々
に
よ

っ
て
考
察
の
歩
を
進

め
ら
れ
て
み
る
、
歴
史

派
脛
濟
學
の
行
き
詰
ま
っ
た
現
今
は
北
新

カ
ン
ト
涙
の
歴
史
哲
學
に
よ

っ
て
新
生
面
を
展
開
し
、
所
謂
文
化
科
學

ご
し
て
の
経
済
學
を
生
す

る
や
、
將
だ
、
自
然
科
學
の
勃
興
の
勢
に
産
せ
ら
れ
て
普
遍
法
則
の
建
設
に
没
頭
す
る

か
、
経
済
學
は
今
や
十
字
街
頭
に
彷
徨
す
る
も
の
ピ
云
は
ね
ば
な
ら
諏
。
此
小
篇
の
目
的
は
歴
史
涙
繧
濟
學
獲
達

の
史
的
考
察
で
あ
る
か
ら
之
等
の
歴
史
哲
學
の
問
題
に
燭
れ
る
こ
ピ
は
他
日
に
譲
り

一
先

づ
筆
を
欄
く

こ
ご

、
す

る

・
、
(完
)

、

`
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